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一般社団法人 洲本福祉朋和会 就労継続支援B型事業所 米田家食堂 

送迎に、納品に、若者が輝く明日へフル稼働。

配達に向かう『兵庫県はぁ～とふる福祉号」。高齢者を車いすごと安全に運ぶ「兵庫県はぁ～とふる福祉号」。「とっても乗り心地がいいですよ」と利用者もお喜びです。

「米田家食堂」の店内。訪れるお客さんが事業所利用者の
作品に触れる場ともなっています。

地域でも規模の大きな「キャッシル真和」。
利用者にとって快適な環境をとても大切にされています。

社会福祉法人 みつわ福祉会　キャッシル真和

洲本市の本町商店街に、古民家を再生したレトロなたたずまいの
「米田家食堂」があります。ここは障害者の就労支援を行う洲本福
祉朋和会の事業所で、利用者5名、スタッフ3名という体制（令和2年
10月末現在）で運営しています。その大きな特徴は、利用者にとって
お店での就業経験とともに絵画などの創作活動の場となっているこ
と。外部講師を招いてのワークショップなども実施しており、利用者が
のびのびと才能を発揮しています。
令和2年6月に兵遊協から寄贈された「兵庫県はぁ～とふる福祉号」
は、そんな活動の“足”として活躍中。利用者の送迎はもちろん、洲本
市内のパチンコホールに賞品用の手作り焼き菓子を配達するなど、
まさにフル稼働の毎日です。
スタッフでサービス管理責任者の田中さんは「おかげさまで、みんな
の活動範囲が広がりました。これからは遠くにスケッチに出かけるな
ど、ますます重宝しそうです」と、感謝の言葉を述べられました。

日々、高齢者を安全安心、快適に運ぶ福祉号。
姫路市山田町、緑豊かな田園地帯にある「キャッシル真和」。平成
8年に開設され、特別養護老人ホームとともに、短期入所生活介護、
通所介護、居宅介護支援事業所、ケアハウスを併設し、合計120名
以上の高齢者が利用しています。
敷地内の駐車場には福祉車両がずらりと並んでいますが、その中で
も目を引くのが兵遊協から贈られ、令和2年10月に納車された「兵庫
県はぁ～とふる福祉号」。カラフルなデザインと新車の乗り心地に利
用者の評判は上々だとか。
「この事業には福祉車両が不可欠。しかし、既存の車両は老朽化が
進んでいて、走行距離が10万キロを超えるものも多いんですよ」と同
施設、生活相談員の齋藤さん。そんな中での新車の寄贈を心から
喜んでおられます。「自動ブレーキや走行レーンをキープするための
アシスト機能など、安全装備が充実していてうれしいですね。運転す
る職員も気が引き締まります」。
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